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キャベツのセル成型苗の病害
くぽ

農林水産省野菜 ・ 茶業試験場 窪
た
田 昌 春

は じ め に

近年， キ ャ ベ ツ の栽培に お い て， 省力化 を 目 指す技術

のーっ と し て， セ ル成型育苗が普及 し て き て い る 。 セ ル

成型育苗では， ピー ト モ ス を主成分 と し た専用の培養土

を 用 い る こ と ， 根域が制限 さ れ る こ と に よ る 水分条件の

急激な変動や密植な ど の こ れ ま での育苗 と は大 き く 異な

る 環境条件 を伴い， 従来 と は異 な る 病害が問題 と な る 可

能性が高 い。 ま た ， 近年は集中 的 に 苗生産 を行 う 産地が

増 え て お り ， こ の よ う な苗生産の現場 に お け る 病害の発

生は， 産地全体に大 き な被害 を与 え る 可能性があ る 。 こ

れ ら の被害 を 回避す る た め に は， 発生す る 病害 を十分に

把握 し， 的確 な 防除 を 行 う 必 要 が あ る 。 そ こ で， 1997 

年 9 月 �1999 年 3 月 に， 三重県 内 の民間 の 野菜育苗施

設 と 野菜 ・ 茶業試験場内 に お い て育苗 さ れた キ ャ ベ ツ の

セ ル成型苗に 発生 し た病害 を調査 し た (窪田 ・ 我孫子，

1998 a， 1999 b， 2000) 。

I 育苗条件と 診断

調査 を 行 っ た 育苗施設 で は ， 7 月 下旬 か ら 10 月 中 旬

ま で秋植用， 12 月 下旬 か ら 2 月 の 下旬 ま で春植用 の 苗

を生産 し て い た (窪田 ・ 我孫子， 1998 a ，  1999 b ，  2000) 。

7�1O 月 で は 時季 に よ り い ろ い ろ な 品種が播種 さ れ，

12�2 月 に は 品種 ‘SE ' を婚種 し た 。 培養土 は セ ル成型

育苗用 の も の を用 い， コ ー ト 種子 を 128穴の セ ル ト レ イ

に播種 し た 後， 250Cの催芽室で 1�2 日 開催芽 し た 。 そ

の後は， 温室内 で， 高圧噴霧機 を 用 い て濯水や薬剤散布

を行っ て 育苗 し た 。 冬季 に は 温室内 を 最低気温が lOOC

以上 と な る よ う に加湿 し た 。 薬剤 は 主 と し て銅水和剤 を

定期的 に散布 し て い た よ う であ る が， 詳細 な調査 は行わ

な か っ た 。 ト レ イ は 水洗 い の 後， 再利 用 し て い た。 野

菜 ・ 茶業試験場内 で も ほ ぽ同様 に 育苗 さ れ て い た が， 殺

菌剤お よ び殺虫剤な ど の散布 は行っ て い な か っ た 。

立枯れ症状 を示 し た り ， 萌芽が侵 さ れて 生育不良 と な

っ た株の擢病部位 を光学顕微鏡下で観察 し て ， そ の原因

と な っ た 病 原 菌 を 特 定 し た (窪 田 ・ 我孫 子， 1998 a， 

1999 b， 2000) 。 光学顕微鏡下の観察で病原が不明であ っ
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た場合 は， 素寒天に 擢病組織 を 置 き ， 分離 さ れた菌の形

態を観察 し て 同定 ・ 診断 を行 っ た 。

E 病害の発生状況

1997 年 と 1998 年の調査で は， 各病害の発生状況 は ほ

ぽ同様で あ っ た (表- 1， 図 ー 1 ) (窪 田 ・ 我孫子， 1998 a ，  

1999 a ，  b， 2000) 0 8� 10 月 の高温期 に 発生 し た 主 な病害

は， Alternaria brassicicola (S CHW EIN IT Z ) WI LTSHIR E に よ

る 黒すす病であ っ た 。 本病は 品種 に よ っ て 発生程度が異

な り ， 特定の数品種に お い て は ほ と ん どすべて の苗がな

ん ら かの病徴 を示 し， 発芽率 も 低か っ た 。 ま た， 長雨や

台風の到来な どで， 長期間， ハ ウ ス 内が高温多湿条件 と

な っ た場合 に は， 擢病株が坪状 に広が っ た 。 長雨が続い

た 1998 年の 10 月 に は， 4 葉期以上 に ま で生育の進んだ

苗 も ， 完全 に枯死す る 場合が多数認め られた。 夏季 に は

試 験 場 内 で Pythium aρhanidermatum ( E DSON ) 

FIT ZPATRI CK に よ る ピシ ウ ム 腐敗病が発生 し た 。 本病 は育

苗施設 に お い て は発生が認め ら れ な か っ た が， 伝染が速

い た め， 試験場内 で は大 き な被害 と な っ た。 10 月 以降，

気温が下が る に つれ， P. megalacanthum DE BAR Y に よ

る 苗立枯病の被害が大 き く な っ た。 本病 は ト レ イ 内 で二

次伝染 し て ， 1 ト レ イ の 3 分の 2 以上 の 苗 に 立枯れ症状

が発生 し た場合 も あ っ た。

2， 3 月 に 最 も 大 き な 被 害 を 与 え た の は ， P. 

megalacanthum に よ る 苗立枯病であ っ た 。 A. brassicae 

(B ER KELEY ) SA αAR DO に よ る 黒斑病 も わ ずか に 発生 し た 。

3 月 中 ご ろ か ら は Perono spora ρarasitica (P ERS∞N: 

FRI ES) FRI ES に よ る べ と 病が， ハ ウ ス 内 の 所々 に坪状 に

発生 し た 。 黒すす病は， 低温期 に も ， 被害 は小 さ い も の

の発生が継続 し た 。

こ れ ら の病害の ほ か にRhi zocfon ia so lani KOHN に よ

る 苗 立 枯 病， Fusarium avenac ，仰m (COR DA : FRI 邸 )

SA CCAR DO と F. semitectum B ERK. & RA V. B ER KELEY に よ る

先枯病， Phoma li 増am D ESMA Z l tR ES に よ る 根朽病が， 年

聞を通 じ て わ ず か に 発生 し た。 こ の う ち ， R. solani に

よ る 苗立枯病 は， 坪状 に立枯れ株が広がっ た 。 ま た， 夏

季に未同定の糸状菌 に よ る 新病害 と 思われ る 病害 に よ り

立枯れ症状の発生 し た株 も わ ずか に 認 め ら れ た 。 2 年間

の調査 を通 じ て ， ウ イ ル ス や細菌 に よ り 立枯れや生育不

良 と な っ た株は認め ら れ な か っ た 。 細菌病 に ついて は，
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表 - 1 1997 年 8 月 �1999 年 3 月 に キ ャ ベ ツ の セ ル成型苗 に発生 し た 病筈

病名 病原体 規模

黒 す す 病 A lternaria brassicicola 大

苗立枯病 乃thium 大megalacanthum 
ピシウム 乃，thium 大腐敗病 aphanide1明atum
ベ と 病 Peronosþora parasitica 大

苗立枯病 Rhizoctonia solani 中

先枯病 Fusarium avenaceum 
と F. semitectum 

根朽病 Phoma li昭am

黒斑病 A lternaria brassicae 

、

2 3 

ーーー鳥すす病

ーー酋立枯病(}切Ihium脚19a1acan伽m)
・ ・ ピシウム腐敗病

酬時ベと病
ー・黒斑病

-�先枯病， 綬朽病

園圃ー酋立枯病(Rh日oc.白na solani) 

図 - 1 三重県周辺の キ ャ ベ ツ の セ ル成型育苗 に お い て推
測 さ れ る 各病害の発生時期

銅水和剤 を多用 し ていた た め発生が抑 え られていた と 恩

われた。

皿 黒 す す 病

黒すす病は， 主 に 8�10 月 の高温期 に被害が激 し く な

っ た (窪田 ・ 我孫子， 1998 a ，  1999 b， 2000) 。 同病 は，

同一品種内 で ほ ぼ均一 に 発生す る こ と ， 品種 に よ っ て発

病率に差があ る こ と か ら ， 種子伝染 し てい る 可能性が高

い (黒 田 ・ 冨川 ， 1998) 。 穫病株 は 最初， 子葉 に 褐色や

頻度 主 な発生時期 主 な病徴

高

高

{民

中

{民

中

{民

{邑

8�10 月 葉 や怪輔 の黒~褐色病
(高温期) 斑やM輔 の褐色腐敗
1 1�3 月 M紬 の 白 色腐敗(低温期)

8 月 M輔 の 白色腐敗(高温期)
3 月 業 の不整形質化

9�1 1 月 座紬の褐色腐敗( や や 高温)

特に な し 葉や萌芽の腐敗 や枯れ

特 に な し M軸 や コ ル ク 化や黒~
褐色腐敗

低温期 葉や萌芽の黒色病斑

黒灰色で円形の病斑 を形成 し， 分生子 を多数形成 し ， や

がて， 潜水 に よ っ て流 さ れ た分生子が子葉の付け根な ど
た

に溜 ま り ， 子葉の付付根や旺軸が褐色 に 侵 さ れて立枯れ

症状 に至 る こ と が多い。 し か し， 地上部の病徴 を 示 さ ず
あめ

に， 匪軸の地際部が飴色か ら 褐色 に 腐敗す る 病徴 も ， 特

に 1998 年の調査で多数見受 け ら れ た 。 黒 す す病 は， 従

来， 栽培期間中 の本葉 に認め られ る が， 通常の管理では

大 き な問題 に は さ れて こ な か っ た 。 し か し， 今回の調査

では， セJレ成型苗 に おいて は最 も 大 き な被害 を も た ら し

て お り ， セ ル成型育苗で発生 し や す い病害 と 思われた 。

擢病率が高か っ た 品種では発芽率 も 低 く ， 欠株が 目立つ

た。 詳細 な調査 は行わ な か っ た が， 黒すす病菌が発芽率

に影響 を与 え て い る 可能性が あ る 。

本病の二次伝染 は 擢病組織上 に 形成 さ れた分生子の

飛散に よ っ て行われ る が， 高圧噴霧器 を 用いた頭上濯水

が分生子 の飛散 を助長 し てい る と 考 え ら れ る 。 特に ，

1998 年 10 月 の長雨期 に お け る 本病の坪状の発生 は， 初

発病株か ら の分生子の飛散や， 密植に よ る 接触伝染 に よ

る も の で あ り ， 種子汚染率が高 く なか っ た 品種で も 大 き

な被害 と な っ た。 1997 年 の 調査で は 3 葉期以上 に 生育

が進んだ苗 に は黒すす病 に よ る立枯れ は認め ら れ な か っ

た が， 1998 年の長雨期 に は， 4 葉期以上 に生育が進んだ

苗で も 株全体が褐色 に な り 枯死 し た 。

黒す す病の診断 は， 病斑上 に 特徴的な分生子が大量 に

形成 さ れ る こ と か ら ， 容易 に 診 断 で き る (窪 田 ・ 我孫

子， 1998 a) 。

一一一 2 一一一
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IV Pythium属菌に よ る 苗立枯れ

低温期 (1O�4 月 ) に は， P. megalacanth um に よ る

苗立枯病が大 き な 被害 を 与 え た ( 窪 田 ・ 我孫子， 1998 

a ，  1999 b ，  2000) 。 本病の病徴 は， 最初匪軸の地際部が水
しお

浸状 に な り ， やや く びれ， 地上部が萎れ る 。 やがて匪軸

が 白 色 に 腐敗 し， 子葉 ・ 本葉が貧化 す る (窪田 ・ 我孫

子， 1998 b) 。 本病 は育苗箱 に 置かれた ト レ イ 内 で二次

伝染す る 。 本病の擢病組織 を 水 に 浸潰 す る と 遊走子 を形

成す る こ と か ら ， 水 を 介 し て の伝染が推察 さ れ る 。

本菌 に よ る 病害 は， キ ャ ベ ツ のセル成型育苗に お い て

発見 さ れ た 新病 害 で あ り (窪 田 ・ 我孫子， 1998 b) ， 他

の作物 に対す る 病原菌 と し て の報告 は な い。 キ ャ ベ ツ に

お い て も 生育が進んだ苗に は影響 を与 え ず， セ ル成型育

苗に特有の病害であ る 。 第一感染源 に つ い て は今の と こ
ろ 不明であ る が， 海外で はピー ト モ ス に付着 し て い る と

の報告 (ROB ERT 鈎N， 1972) が あ り ， セ ル育苗用 の培養

土が本菌の生存や病害の発生 に 影響 を与 え て い る 可能性

があ る 。 ま た ， 本菌の生育適温で あ る 20�250C よ り も ，

10�150Cの低温時 に発病 し や す い。

光学顕微鏡下で羅病組織を観察す る と ， 組織内部 に 多

数の突起 を 持 つ 直径約 40 μm の 大型 で球~だ 円 形 の 造

卵器が観察 さ れ， 本菌に よ る 首立枯病 と 診断で き る (窪

田 ・ 我孫子， 1998 a ，  b) 。

野菜 ・ 茶業試験場 で は， 夏季 にP. a phanide rmat um 

に よ る 立枯れが発生 し た (窪 田 ・ 我孫， 1998 a) 。 本菌

に よ る キ ャ ベ ツ の病害 は， 本圃 に お け る ピシ ウ ム腐敗病

が報告 さ れて い る (森 ら ， 1996) が， 本菌 は多 く の作物

に苗立枯病 を起 こ す こ と が知 られて お り ， キ ャ ベ ツ の セ

ル成型苗 に お い て も 発生 し， 急速 に二次伝染 し た と 思わ

れた 。 本病の病徴 も ， P. megalacanth um に よ る 苗立枯

病 と 同様であ り ， /ff軸が 白 色 に 腐敗す る が， 伝染や病徴

の進展 は P. megalacanth um に よ る 苗立枯病 よ り 速い。

ま た， 本病はP. m aga lacanth um に よ る 苗立枯病 と 異な

り ， 高温時に発生す る 。

V べ と 病

今回の調査 の 中 で， 黒 す す病， P. megalacanth um に

よ る 苗立枯病の 次 に 大 き な被害 を出 し ていた の はべ と 病

であ る (窪田 ・ 我孫子， 1999 b ，  2000) 。 ぺ と 病 は， 3 月

の 日 最高気温が 150C に 達 す る あ た り か ら 発生 し た 。 子

葉や本葉の葉脈 に固 まれた不整形の貧化病斑 を形成 し，
また

生長点 を侵す こ と も あ る 。 病斑の葉裏 に ， 二股 に分校す

る 特徴的な分生子柄か ら 分生子 を 形成 し， こ の形態 に よ

っ て診断で き る 。 本病は坪状 に 発生 し， 二次伝染 に よ り

ハ ウ ス 内全体 に広が っ た 。 高圧噴霧 に よ る 頭上潅水が分

生子の飛散 を助長 し， 二次伝染が行われた と 考 え られ る 。

羽 その他の病害

年聞 を 通 じ て発生 し た の は， 2 種のFusari um 属菌 に

よ る 先枯病， 根朽病， R. so lani に よ る 苗立枯病 で あ っ

た (窪田 ・ 我孫子， 1998 a， 1999 a ，  b， 2000) 。 先枯病 は
葉や生長点が先端か ら 侵 さ れ， 退色病斑 を 形成 し ， 腐敗
し た り 枯れ る (窪田 ・ 我孫子， 1999 b) 。 胞子等 の 飛び

込み に よ り 侵入す る と 思われ る が， 病原性 は弱 く ， 数回

発生 し た も の の， 複数の株で同時 に 発生 す る こ と は な

く ， 二次伝染 も 認め ら れな か っ た 。 本病 は， 病斑上 に鎌

形の大型分生子が形成 さ れ る こ と か ら 診断で き る 。

根朽病では庇軸が く ぴれ， 退色か ら 褐色の病斑 と な る

が， 発生頻度 も 少 な く ， 被害株 も 1 回 の発生 に つ い て 1

株ずつ であ り ， 大 き な被害 と は な ら な か っ た。 本病 は種

子伝染す る こ と が知 ら れ て お り (国安， 1993) ， 今 回 の

調査に お け る 発生 も 種子伝染 に よ る も の と 思われた 。 本

病は， 病斑上 に ほ ぼ球形で突起や剛毛 を持た な い黒~褐

色の柄子殻 を形成す る こ と か ら 診断で き る (窪 田 ・ 我孫

子， 1998 a) 。

R. solani に よ る 苗立枯病 で は ， 匪軸が地際部 か ら 褐

色 に 腐敗す る 。 本病は発生頻度 は低い も の の， 隣 り 合 っ

た 株 に二次的 に 伝染 し ， 1 回 の 発生 に つ き 10 株 ほ ど が

立枯れた。 本菌 は臨子 な ど の 形成が認 め られず移動性 は

小 さ いが， 定植時 に セ ル ト レ イ が本圃 と 育苗施設 を往復

す る 聞 に 付着 し て 入 り 込 んだ も の と 思 わ れ る 。 培養型

は， 1 A， 1 B， IIIB の 三 つ が分離 さ れた 。 本病の羅病

部位か ら は， 細胞隔壁の近 く で基部が く ぴれで ほ ぼ直角

に分校す る 菌糸 を有す る 糸状菌が分離 さ れ る (窪田 ・ 我

孫子， 1998 a ，  2000) 。

黒斑病 は低温期 に わ ずか に 発生 し た が， 本病 も 種子伝

染 に よ る も の と 思 わ れ た 。 本病 で は， 黒 す す 病 と 同様

に ， 最初， 子葉 に褐~黒灰色の病斑 を 形成 し て ， そ の上

に形成 さ れた分生子が潜水 に よ っ て 流 さ れ， 子葉の付け

根な ど に溜 ま り ， 生長点や匪軸が侵 さ れ る 。 し か し ， 本

病は， 黒すす病 よ り も 発病適温が低 く ， 本病菌の胞子形

成は少な く 伝染力 は弱い と 思われ る 。 病斑上 に 形成 さ れ

た， 短い踏部 を 持 つ Alterna 均属菌 の 分生子 の 形 態 か

ら ， 本病 を 診 断 で き る (ELLlS， 1971 ; 窪 田 ・ 我 孫 子，

2000 ;吉井， 1941 ) 。

これ ら の病害の ほ か に ， 糸状菌 に よ る と 思われ る 新病

害が二つ見つか り ， 現在同定 を進め て い る 。 ま た ， 土壌

に発生 し た粘菌 に よ り 株が窒息す る 症状 も 認め られた。

乾燥に よ る 立枯れや高温期の薬害 も 目立つた。

一一一 3 一一一
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お わ り に

現在， セ /レ成型育 苗は キ ャ ベ ツ 以外の作物に も 普及 し
て き て い る が， 今回の調査で明 ら か と な っ たよ う に， 本

育 苗条件に お い て ， 特異的に発生す る 病害や新病害がい
くつ か見つか っ た。 この育 苗法 に お い て は 恨域が制 限 さ
れ， 土壌の 微生物的な環境 も 比較的単純であ る と 考え ら
れ， 特定の 微生物が 侵入 し た場合に は 増殖しやす い環境
と 思わ れ る ため， 病原菌の 侵入 を 抑 え る こ と が， 病害の
|坊除 に お い て は最 も 重要であ る と 考 え ら れ る 。 十分な種
子消毒， リ サ イ ク jレ使用 す る ト レ イ の 十 分 な 消毒を 行
い， ハウス内への 人為的 な病原菌の持ち 込 み を 避げる た
め に， 手洗いや， 靴な どか ら 十分に土 を 払う こ と な どが
対策と し て 考え ら れ る 。 今回調査 を行っ た育 苗施設は，

調査時 に は 3 年目 であ り ， 比較的新 し し 種子伝染に よ
る と 思われる 黒すす病の被害が大 き かっ たが， 施設が 古
くな る に つ れ て ほ かの病原菌の 侵入 ・ 定着に よ り ， 発生
す る 病害が変化す る 可能性 も あ る 。 ま た， い くつかの新
病害 も セ lレ育 苗に お い て 見つ か っ て い る こ と か ら ， 今後
も 病害の発生状況に は注意 し て い く必要があ る 。 地域や
作期が異 な る 場合に は， 本育 苗施設 と は異な る病害の発

生実態 と な る こ と も あ り 得る ため， 各 地域や各作期 ご と
の発生実態調査 も 行 う 必要があ る と 思わ れ る 。 こ れ ら の
実態に合わせ て ， 薬剤 を 選択し， 効果的な散布 を行 う 必
要があ る 。 ま た， セ /レ成型育 苗では， 密植や加湿， 単純
な生態的な条件な ど， 病害が発生 し や す い環境条件を伴
う 。 こ の こ と を 考厳し つ つ ， さ ら な る 育 苗方法の改良が
求め ら れ て い る と 考 え る 。

本 稿の作成 に 当 たり ， 多大 な ご助言 と ご 校聞を い ただ
い た野菜・ 茶業試験場環境部病害研究室 我孫子和雄室
長 に 厚くお 礼申し上げ る 。
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作物病害の防除を主として殺菌剤に頼らざる
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